
社会教育関係主要事業の

　
　１　　コミ ュニティ・スクール導入推進事業（教育総務課）

　２　　地域学校協働活動推進事業（教育総務課）

　３　　子ども読書活動推進計画事業（中央図書館）

　４　　社会教育事業の開催（生涯学習推進課）

（R7 ～R8 ）

進捗状況及び事業計画等
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≪令和７年度進捗状況≫

　令和７年は新たにに６グループ（安東中、西奈中、竜爪
中、城山中、清水袖師中、由比中）に、コミュニティ・スク
ールを導入し、43グループ中41グループがコミュニティ・
スクールとなった。
　各運営協議会では、委員である地域住民・保護者と学
校関係者が学校運営の基本方針の承認や各学校や地
域の実情を踏まえた協議、学校関係者評価を実施した。

≪令和８年度以降の事業計画等≫

・令和８年４月に藁科中グループ、令和９年４月に蒲原小中がコミュニティ・スクール導入予定であり、令和
９年度に全中学校グループにコミュニティ・スクール導入が完了する。
・令和８年度から、中学校グループごとに学校運営協議会委員や教職員向けのコミュニティ・スクールに関
する研修会を行うことができるよう本事業費に報償費（講師謝金）を予算化した。学校運営協議会委員や
教職員のコミュニティ・スクールに関する理解を進め、学校運営協議会の機能強化を図る。
・学校や地域の課題、実情に応じた連携・協働となるよう、学校支援部会や地域学校協働活動本部など、
弾力的な実働組織づくり、ネットワークづくりに取り組む。
・コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一体的に推進することで、目標やビジョンを共有して、連携・
協働を継続的・安定的に実施できる体制を築く。
・取組や成果について通信を作成したり、会合に参加して説明をしたりして、学校や地域に周知を図る。
・研修会や連絡会、養成講座を実施し、地域人材の発掘、育成に努める。

R8予算額 1,596千円 新規事業・継続事業

事業概要（事業内容、事業計画等）
≪事業内容（概要）≫

　現在の学校は、学力向上・生徒指導を始め様々な課題を抱え、さらにはそれらの複雑化・困難化が教職
員の多忙化にもつながっている。また、子どもたちを取り巻く環境としての家庭や地域社会においても、家
族形態の変容、少子高齢化の進行、地域コミュニティの弱体化などの問題の深刻化が指摘されている。
　こうした状況にあって、これからの厳しい時代を生き抜くことのできる力を身に付けた子どもたちを育てて
いくためには、学校は地域をパートナーとして相互に連携・協働する「地域とともにある学校づくり」を進め
ていく必要がある。
　そこで、令和４年度から全市一斉スタートとした「静岡型小中一貫教育」をベースに、地域との連携（よこ
のつながり）づくりを進める中で、小中一貫教育グループを基盤として学校運営協議会を設置し、全ての中
学校区にコミュニティ・スクールを導入する。

様式１

社会教育関係主要事業 課名 教育総務課

事業名 コミュニティ・スクール推進事業
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≪令和７年度進捗状況≫

（1）学校応援団の推進
　市内全ての小中学校で学校応援団活動が実施され、多くのボランティアが活動に参加した。ボランティア
活動の具体的な内容としては、登下校の見守りや学校花壇の手入れ、水泳やミシンなどの授業補助等が
挙げられる。

（２）放課後子ども教室の実施
　小学校81校中79校で事業を実施した。地域住民で構成された放課後子ども教室実行委員会と地域学
校協働活動推進員が中心となり、校庭や体育館での自由遊びに加え、工作や自然体験など、学校ごと特
色ある活動を展開している。また、外部団体によるイベントなども実施している。

（３）協働活動の充実に向けた地域人材の配置
　市内43の中学校区のうち、施設一体型小中一貫校６校（大河内・梅ケ島・玉川・井川・大川・両河内）を除
く37中学校区中、35中学校区に統括的な地域学校協働活動推進員を、小学校81校中、80校に地域学校
協働活動推進員を配置し、各活動のコーディネートを行っていただいた。
　また、連絡会等の開催やおたよりの発行を通して、各推進員の取組を共有し、横のつながりを強化した。

≪令和８年度以降の事業計画等≫

（1）学校応援団の推進
　市内全ての小中学校で学校応援団活動が実施されるよう、活動に係る消耗品費を各学校へ支給する。

（２）放課後子ども教室の実施
　小学校78校中76校で実施する。※統合による小学校数減
　また、地域学校協働活動推進員及びスタッフの研修会を行い、安全管理体制を徹底する。情報交換を
行う等、活動の充実に向けた支援を行う。
　未開設校については、開設に向けた支援等を実施する。

（３）協働活動の充実に向けた地域人材の配置
　37中学校区中、37中学校区に「統括的な地域学校協働活動推進員」を、小学校81校中、81校に地域学
校協働活動推進員を配置予定。
　また、連絡会や研修会を開催し、情報交換等を行い、活動の充実につなげる。

R8予算額 110,258千円 新規事業・継続事業

事業概要（事業内容、事業計画等）
≪事業内容（概要）≫

　地域学校協働活動推進事業は、地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるために、学校と地域が相
互にパートナーとして連携・協働して行う様々な活動を指す。従来より実施されていた「放課後子ども教室
推進事業」と「学校応援団事業」を統合し、令和２年度から現在の制度で実施している。
　学校応援団では、学校の教育現場に地域住民等の参画を得ることで、子どもたちの教育活動や教育環
境の質を向上させることを目的としている。
　放課後子ども教室では、地域との連携により、放課後に学校施設を活用し、児童に学習活動や体験活
動等、様々な学びや交流の機会を設けることで、児童の健全育成や地域の教育力向上を目指している。
　今後は「コミュニティ・スクール」と「地域学校協働活動」の一体的な推進により、小中９年間を通じた「学
校・家庭・地域 総がかりの教育」を目指す。
　
〇全小中学区での学校応援団活動の実施
　　・学校の教育活動の場に地域住民の参画を得て、子どもたちの教育環境・内容を充実させる。
〇放課後子ども教室の運営
　　・全ての児童にとって、安全・安心な放課後の居場所を提供する。

社会教育関係主要事業 課名 教育総務課

事業名 地域学校協働活動推進事業
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R8予算額 1,272千円 新規事業・継続事業

事業概要（事業内容、事業計画等）
≪事業内容（概要）≫

様式１

社会教育関係主要事業 課名 中央図書館

事業名 子ども読書活動推進計画事業

≪令和７年度進捗状況≫

　①ブックスタート事業　保健福祉センター全７ヶ所で実施
　　　　　　　　　　　　　　　実施回数：125回、参加者数：2,583人（令和８年１月末現在）
　　ブックステップ事業　保健福祉センター全７ヶ所で実施
　　　　　　　　　　　　　　　実施回数：90回、参加者数：2,842人（令和８年１月末現在）
　②小中学生が利用する学習用端末での電子図書館利用　対象書籍 756 点（令和８年１月末現在）
　③子ども向けブックリスト　『このほんばーった！』読み物編（第３訂）　令和８年３月発行予定
　④子ども向けパスファインダー「ブック通リスト＋」　掲載している施設情報等を最新情報に修正・発行
　⑤小・中学校への協力貸出し事業
　　学校からの要望に沿った資料を、令和８年１月末現在16,511点（前年同時期16,528点）貸出し
　⑥「第４次静岡市子ども読書活動推進計画」の進捗管理
　　静岡市子ども読書活動推進会議を開催し、各取組についての実績等を委員へ報告・評価

　①ブックスタート事業　　保健福祉センター全３ヶ所で実施予定　実施回数：108回（令和８年度見込み）
　　ブックステップ事業　　保健福祉センター全３ヶ所で実施予定　実施回数：84回（令和８年度見込み）
　②電子図書館の資料拡充
　③子ども向けブックリスト『このほんばーった！』赤ちゃんから楽しめる絵本編（令和９年度発行予定）
　　の掲載絵本選定。
　④子ども向けパスファインダー「ブック通リスト＋」の掲載内容確認・最新情報への改訂
　⑤小・中学校への協力貸出しの実施
　⑥「第４次静岡市子ども読書活動推進計画」の進捗管理
　　静岡市子ども読書活動推進会議を開催し、各取組についての実績等を委員へ報告・評価

　国籍や育った環境、障がいの有無にかかわらず、全ての子ども一人ひとりが自然に読書に親しむことが
できるよう、子どもの読書環境を整備する施策を、「子どもが読書に親しむ機会の提供」「子どもの読書環境
の整備・充実」「子どもの読書活動に関する啓発」「学校・地域等の関係機関の連携・協力」の４点を基本方
針として実施する。
【中央図書館の主要事業】
　①ブックスタート事業、ブックステップ事業
　②電子図書館の導入・運営
　③子ども向けブックリストの改訂、発行
　④子ども向けパスファインダー「ブック通（ツー）リスト」の改訂、発行
　⑤小・中学校への協力貸出し事業
　⑥「第４次静岡市子ども読書活動推進計画」(計画期間：令和５年度～令和12年度)の進捗管理

≪令和８年度以降の事業計画等≫
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≪令和７年度進捗状況≫

１　高齢者学級
　　市内の生涯学習施設を主な会場に、指定管理者の運営による高齢者学級33学級及び当課直営による
高齢者学級３学級の計36学級を開設し、総学級生数は1,806人となっている。第１回合同講演会について
は対面とオンラインのハイブリッド型で開催し、第２回合同講演会については対面での開催とした。
２　女性学級
　女性学級は指定管理者の運営により24学級を開設し、総学級生数は571人となっている（令和7年12月
時点）。
３　家庭教育学級
　家庭教育学級は生涯学習施設において指定管理者が運営する27学級を開設し、総学級生数は256人と
なっている（令和7年12月時点）。

　高齢者学級、女性学級、家庭教育学級ともに最終回に満足度調査を実施しており、まだ終了していない
学級も多いが、より高い満足度が得られるよう創意工夫し実施している。

４　家庭教育講演会
　静岡市立小・中学校の児童生徒の保護者等を対象として、家庭教育に関わる子供の発達や心理、伊
療、食育、災害・救命等を学習する機会として家庭教育講演会を開催し、参加人数50名となった。

５　家庭教育セミナー
　市Ｐ連ブロック別家庭教育セミナー（講演会）を対面にて３ブロックで各１回実施し、170名の参加となっ

           た。

【社会教育事業　３学級の開設】
　「高齢者学級」「女性学級」「家庭教育学級」を開設し、高齢者、女性、子どもの保護者等が学級生として
各学級の運営にも参画する等、主体的かつ継続的、組織的に学ぶ機会を提供している。
１　高齢者学級（継続）
　・高齢者が新たな知識、技術を学ぶとともに、仲間づくりや異なる世代との交流をとおし、豊かな人生を送
ることを目的とする。
２　女性学級（継続）
　・女性が現代的課題等について学び、従来の役割分担意識を見直し、仲間をつくることにより、より一層
社会に参画することを目的とする。
３　家庭教育学級（継続）
　・子どもの保護者が家庭教育に必要な現代的課題等について学び、仲間をつくることにより、子どもたち
の健やかな成長を促し、豊かな人間性を育むことを目的とする。

【静岡市PTA連絡協議会との共催事業の開催】
令和３年度から、静岡市ＰTA連絡協議会と共催し静岡市立小・中学校の保護者が家庭教育について学ぶ
機会を提供している。
４　家庭教育講演会（継続）
　・家庭教育に必要な知識やスキル、子どもに伝えたい教養について学ぶことを目的とする。
５　家庭教育セミナー（継続）
　・これまで、PTAのブロック単位で行っていた研修を、当課との共催で実施し、家庭教育に必要な知識や
スキル、子どもに伝えたい教養について学ぶことを目的とする。

様式１

社会教育関係主要事業 課名 生涯学習推進課

事業名 社会教育事業の開催
R8予算額 26,413千円＋指定管理料の一部 継続事業

事業概要（事業内容、事業計画等）
≪事業内容（概要）≫



１　高齢者学級
　・36学級を開設予定。（生涯学習センター　13学級、生涯学習交流館　20学級、当課直営　３学級）
　・歴史、文化、経済、健康、福祉等幅広い分野について学ぶ講座を実施する。

２　女性学級
　・24学級を開設予定。（生涯学習センター　3学級、生涯学習交流館　21学級）
　・男女共同参画や女性の視点から見た防災、女性特有の健康問題等について学ぶ講座を実施する。

３　家庭教育学級
　・29学級を開設予定。（生涯学習センター　8学級、生涯学習交流館　21学級）

４　家庭教育講演会
　・静岡市PTA連絡協議会との共催で講演会を１回実施予定。
　・子育てについて、科学的な視点から学ぶ講演会を実施する。

５　家庭教育セミナー
　・家庭教育について学ぶセミナーを希望のあるブロックで実施予定。

≪令和８年度以降の事業計画等≫


